
 

 Li-S電池性能に及ぼす電解液の効果 
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リチウム-硫黄(Li-S)電池は，正極活物質である硫黄が 1672 mAh g−1と高い理論容量を有し，リチウ
ムイオン電池を凌ぐ高エネルギー密度化が期待できることに加え，安価で資源的に豊富なことから広
く研究がなされている．しかし，硫黄電極の放電時の反応中間体である多硫化リチウム Li2Sx が電解
液へ溶出し，急激に容量が低下することや，溶出した多硫化リチウムがリチウム金属負極や電解液成
分と副反応を起こすことなど，硫黄系活物質の溶解に伴う多くの課題が実用化を阻んでいる 1)．我々
のグループでは，従来の有機電解液に加え，イオン液体など様々な電解液中の分子状硫黄 S8 および
Li2Sxの飽和溶解度を系統的に調べ，飽和溶解度と各種溶媒パラメータとの関係性について検討するこ
とで，それらの溶解性の支配因子を明らかにしてきた 1)．また，開発した硫黄系活物質難溶性の液体
電解質を用いた Li-S電池の充放電特性を調べたところ，電解液の Liイオン輸送特性（特に Liイオン
輸率）が優れたレート性能 (Figure 1)2)や高エネルギー密度化 3)に極めて重要であることを明らかに
してきた．本発表では、硫黄系活物質の溶解性や Li-S 電池の充放電特性など電解液が及ぼす効果につ
いてまとめ，Li-S 電池の実用化へ向けた我々の電解液設計を紹介する． 

 
Figure 1. 硫黄系活物質難溶性の液体電解質の輸送特性とそれらを用いた Li-S 電池の充放電特性． 
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